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●機構図

流域一体の取り組み体制イメージ

河川の流入総負荷量管理を
図るため、積極的に住民参
加を図り、行政、住民、企業
が一体となって取り組む体制
の確立

調整

行政主体
の組織

調整

既存
水質汚濁防止
連絡協議会

琵琶湖・淀川流
域水質管理協
議会（仮称）

環境－３８

琵琶湖・淀川流域水質管理協議会（仮称）

琵琶湖・淀川流域水質管理協議会（仮称）が取り組むべき主な事項

（１）水質の流域内監視体制の整備
水質データの共有化 等

（２）河川流入総負荷量管理の実施方策

水質汚濁メカニズムの解明に向けた検討

面源負荷の抑制方策、プログラムの作成 等
（３）積極的な住民参加を促すための取組
環境学習の支援、情報発信 等

（４）水質事故の防止・対処の取組の強化
水質事故対策強化、不法投棄防止の啓発 等
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●イメージパース

●フローチャート

水質に関するモニタリング

・水質浄化（沈殿による）効果の
モニタリング実施

生物に関するモニタリング

・整備後からの動植物の種類
数について、経年変化の調査
を実施

継続実施するとともに、
産卵調査などを追加実施

琵琶湖の保全のため、
モニタリング結果を活用

環境－４０




